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非
核
自
治
体
運
動
に
つ
い
て
の
覚
書

一
　
試
　
論

石
　
川
　
捷
治

一二三四五

は
　
じ
　
あ
　
に

非
核
自
治
体
宣
言
・
非
核
自
治
体
づ
く
り

非
核
自
治
体
運
動
の
展
開
と
そ
の
特
徴

非
核
自
治
体
運
動
の
歴
史
的
意
義

お
　
わ
　
り
　
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
今
日
の
世
界
が
直
面
す
る
最
重
要
課
題
の
一
つ
が
核
戦
争
の
防
止
と
核
廃
絶
に
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
認
め
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
一
九
八
七
年
十
二
月
の
米
ソ
ー
N
F
（
中
距
離
核
戦
力
）
全
廃
条
約
は
、
核
兵
器
の
ご
く
一
部
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
軍
拡

説
　
の
「
上
限
」
を
決
め
た
も
の
で
は
な
く
実
際
に
削
減
を
実
現
し
た
点
に
お
い
て
、
核
軍
縮
の
第
一
歩
、
出
発
点
と
し
て
の
大
き
な
意
味
を

論
も
つ
と
い
え
る
・
核
兵
器
の
蕗
増
強
に
よ
っ
て
穣
づ
け
ら
れ
る
戦
後
国
際
政
治
の
転
換
占
描
と
な
る
可
能
性
奢
し
て
い
解
も
ち
ろ
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払百冊 説

ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
核
軍
縮
が
直
ち
に
進
展
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
核
兵
器
と
核
抑
止
論
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
勢
力
の
ま
き
か
え
し
が

強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
核
兵
器
の
「
近
代
化
」
も
前
面
に
出
て
き
て
い
る
。

　
だ
が
、
一
九
八
○
年
代
に
は
い
っ
て
盛
り
あ
が
り
始
め
た
世
界
の
反
核
・
平
和
運
動
が
、
米
ソ
核
超
大
国
の
政
府
の
動
向
を
も
部
分
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
れ
、
規
定
す
る
力
を
も
ち
は
じ
め
た
こ
と
は
注
目
し
て
い
い
と
思
う
。
一
九
八
二
年
六
月
の
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
（
↓
ゴ
⑦

ω
①
0
8
α
d
●
2
・
6
Q
O
①
9
巴
ω
o
ω
忽
。
づ
8
∪
δ
霞
ヨ
鋤
琶
Φ
⇒
計
ω
ω
U
閏
）
が
開
催
さ
れ
た
以
降
の
六
年
間
の
変
化
を
み
て
も
そ
の
こ
と
は

い
え
そ
う
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
六
月
一
二
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
の
反
核
一
〇
〇
万
人
集
会
は
、
世
界
各
地
か

ら
参
加
し
た
人
々
に
．
”
人
間
は
核
戦
争
を
阻
止
し
、
核
兵
器
を
廃
絶
で
き
る
”
　
”
草
の
根
（
人
民
）
は
、
内
部
に
い
ろ
ん
な
矛
盾
を
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

な
が
ら
も
、
平
和
を
創
る
と
い
う
一
点
で
は
連
帯
で
き
る
”
と
い
う
確
信
を
与
え
た
も
の
の
、
S
S
D
H
そ
の
も
の
は
「
銃
一
丁
の
削
減

も
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
結
果
に
終
っ
た
。
同
時
に
開
か
れ
た
N
G
O
（
非
政
府
組
織
）
向
け
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
集
会
に
お
い
て
、

各
国
の
大
使
、
と
く
に
西
側
大
国
の
大
使
は
「
市
民
運
動
や
世
論
の
必
要
性
は
否
定
し
な
い
が
、
米
ソ
両
大
国
が
動
か
な
け
れ
ば
ど
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

も
な
ら
な
い
。
両
大
国
を
動
か
す
力
は
、
市
民
運
動
や
世
論
に
は
な
い
」
と
い
う
点
を
強
調
し
た
。

　
た
し
か
に
一
九
八
二
年
当
時
は
、
反
核
・
平
和
の
市
民
運
動
と
世
論
は
、
国
際
政
治
や
米
ソ
両
超
大
国
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
S
S
D
∬
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な
反
核
・
平
和
運
動
の
展
開
は
、
国
際
政
治
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
核
兵
器

廃
絶
を
国
際
政
治
の
現
実
的
課
題
と
し
て
押
し
あ
げ
た
。
そ
れ
ら
の
運
動
に
は
、
各
国
に
お
け
る
核
兵
器
の
新
規
配
備
阻
止
、
核
兵
器
搭

載
艦
船
寄
港
反
対
闘
争
、
軍
事
基
地
反
対
闘
争
、
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
ア
ト
ミ
ッ
ク
ソ
ル
ジ
ャ
ー
た
ち
の
闘
い
、
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

タ
州
住
民
の
闘
い
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
生
存
と
人
権
を
か
け
た
闘
い
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ラ
ウ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
な
ど
非
核
・
非
同
盟
・
米
軍
基
地
撤
去
を
か
か
げ
て
、
太
平
洋
を
核
戦
略
の
海
か
ら
非
核
の
海
へ
か
え
る
闘
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
に
お
け
る
反
原
発
運
動
や
核
汚
染
・
放
射
線
被
害
に
反
対
す
る
闘
争
な
ど
が
あ
る
。
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非核自治体運動についての覚書（石川）

　
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
反
核
・
平
和
運
動
の
な
か
で
、
最
近
と
く
に
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
非
核
自
治
体
運
動
が
あ

る
。
こ
の
運
動
は
、
非
核
・
平
和
の
実
現
へ
の
努
力
を
国
家
や
政
府
が
し
な
い
、
あ
る
い
は
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
自
治
体
を
テ
コ
に
、

自
治
体
か
ら
民
衆
の
力
で
そ
れ
を
実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
発
想
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
非
核
自
治
体
（
Z
g
o
δ
碧
勾
お
o
N
8
Φ

o
h
＞
巳
0
8
巨
o
ρ
Z
暮
δ
碧
勾
窓
。
ピ
o
o
巴
＞
9
げ
。
泣
け
ざ
Z
仁
。
冨
少
量
8
↓
o
乏
戸
Z
信
巳
①
霞
写
o
o
N
8
①
o
h
O
o
旨
旨
信
三
蔓
）

と
は
、
非
核
・
平
和
宣
言
を
お
こ
な
っ
た
自
治
体
の
こ
と
で
あ
る
が
、
①
行
政
区
域
内
（
上
空
・
水
域
を
含
む
）
を
非
核
に
す
る
こ
と
を

宣
言
に
よ
っ
て
明
確
に
意
思
表
示
し
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
自
治
体
、
お
よ
び
②
そ
れ
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
自
治
体
が
含

ま
れ
る
。
②
の
場
合
、
政
府
に
よ
っ
て
行
政
区
域
内
に
核
基
地
を
強
制
さ
れ
、
ま
た
、
核
兵
器
生
産
工
場
を
か
か
え
こ
ま
さ
れ
て
い
る
自

治
体
で
あ
っ
て
も
、
核
兵
器
の
撤
去
を
政
府
や
軍
に
要
求
し
、
非
核
の
た
め
の
宣
言
と
政
策
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
非
核
自
治
体
に

　
　
　
　
　
フ
　

含
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
沖
縄
・
名
護
市
は
一
九
八
二
年
四
月
に
非
核
宣
言
を
行
な
っ
た
が
、
同
市
に
は
核
兵
器
を
貯
蔵
し
て
い
る
と
み

ら
れ
て
い
る
辺
野
手
弾
薬
庫
が
存
在
す
る
。
同
市
の
宣
言
は
「
辺
野
古
弾
薬
庫
と
の
同
居
を
拒
否
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
自
ら
が
住
む
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
即
時
非
核
化
を
求
め
る
」
と
し
て
い
る
。
な
お
米
軍
基
地
所
在
自
治
体
で
あ
る
、
三
沢
市
（
三
沢
基
地
）
、
福
生
市
（
横
田
基
地
）
、

岩
国
市
（
岩
国
基
地
）
、
佐
世
保
市
（
佐
世
保
基
地
）
な
ど
で
は
、
い
ず
れ
も
非
核
宣
言
を
行
な
っ
て
い
な
い
。

　
非
核
自
治
体
運
動
は
一
九
八
○
年
代
の
は
じ
め
イ
ギ
リ
ス
か
ら
穿
っ
た
。
今
日
、
「
地
球
的
に
考
え
、
地
域
か
ら
動
行
を
（
日
三
鳥

σq

ﾂ
σ
巴
ぎ
碧
二
〇
〇
巴
ζ
）
」
「
地
域
か
ら
平
和
を
創
る
」
な
ど
を
合
言
葉
と
す
る
こ
の
運
動
は
、
全
世
界
二
四
力
国
に
お
い
て
、
四
一
〇

〇
以
上
の
非
核
自
治
体
を
誕
生
さ
せ
、
日
本
に
お
い
て
も
＝
二
〇
〇
を
こ
え
る
非
核
自
治
体
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は
、
国
の
政
策
を
変
え
、
核
搭
載
艦
船
の
寄
港
を
拒
否
す
る
非
核
政
策
を
進
め
て
い
る
。
同
国
で
は
、
非
核
自
治
体
に
支
え
ら

れ
た
「
非
核
の
政
府
」
を
出
現
さ
せ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
非
核
政
策
は
、
南
太
平
洋
の
非
核
地
帯
化
や
そ
の
後
の
デ
ン
マ
ー
ク
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
国
際
的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
＝
二
〇
〇
を
こ
え
る
非
核
自
治
体
が
、
地
域
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壬ム
再冊 説

の
非
核
化
と
非
核
事
業
の
た
め
の
努
力
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
非
核
自
治
体
運
動
の
展
開
過
程
を
追
い
な
が
ら
、
こ
の
運
動
の
特
徴
お
よ
び
意
義
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
な
お
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
運
動
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
何
ご
と
か
を
断
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

困
難
な
作
業
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
筆
者
の
時
間
的
能
力
的
制
約
か
ら
、
こ
の
小
論
が
今
後
の
研
究
の
た
め
の
「
覚
書
」
に
す
ぎ
な
い
こ

と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

鴨
　
武
彦
「
I
N
F
交
渉
に
み
る
国
際
政
治
」
（
『
国
際
政
治
学
入
門
』
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
、
一
九
八
八
年
四
月
）
参
照
。
な
お
そ
の
背
景
と

し
て
の
国
際
政
治
の
基
本
動
向
・
基
調
に
つ
い
て
は
、
谷
川
榮
彦
「
激
動
す
る
世
界
情
勢
の
基
調
」
（
同
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
核
凍
結
運
動
が
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
核
政
策
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
北
川
智
恵
子
「
米
国
市
民
運
動
と
核
兵
器
交

渉
政
策
」
（
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
現
代
の
軍
縮
問
題
』
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
刊
・
所
収
）
参
照
。

一
九
八
二
年
六
月
十
二
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
一
〇
〇
万
人
集
会
に
つ
い
て
は
、
§
鳴
さ
ミ
寄
簿
§
§
舞
Z
Φ
≦
網
。
爵
“
ω
β
呂
餌
ざ
冒
昌
Φ

一
ω
●
お
。
。
卜
。
ご
G
ミ
、
ミ
§
恥
＼
§
鳴
」
勲
い
魯
α
鋤
冨
コ
P
お
。
。
卜
。
」
9
§
鳴
ミ
．
ミ
毎
§
ミ
q
吻
・
｝
＝
器
差
些
匪
8
0
σ
q
ゴ
H
N
爵
．
一
⑩
。
。
N
ご

『
地
球
を
覆
う
草
の
根
の
う
ね
り
一
S
S
D
∬
行
動
日
本
代
表
団
の
記
録
・
一
九
八
二
6
／
4
1
6
／
2
4
』
、
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
核

兵
器
完
全
禁
止
と
軍
縮
を
要
請
す
る
国
民
運
動
推
進
連
絡
会
議
、
一
九
八
二
年
、
一
七
一
二
三
ペ
ー
ジ
。
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
反
核
・
軍

縮
時
代
の
平
和
教
育
』
地
歴
社
、
一
九
八
二
年
八
月
、
七
二
一
七
八
ペ
ー
ジ
。
法
政
平
和
大
学
編
『
草
の
根
か
ら
平
和
を
』
鋸
草
書
房
、
一
九

八
五
年
四
月
、
一
〇
1
一
八
ペ
ー
ジ
。

冒
け
Φ
ヨ
魯
δ
昌
巴
2
0
0
切
ユ
Φ
h
冒
ひ
q
＞
ω
ω
Φ
ヨ
ぐ
。
昌
ω
ω
∪
目
“
お
。
。
N
」
前
掲
『
地
球
を
覆
う
草
の
根
の
う
ね
り
』
、
一
七
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

例
え
ば
、
春
名
幹
男
『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
イ
ン
・
U
S
A
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、
吉
川
勇
一
他
著
『
反
核
の
論
理
』
柘
植
書
房
、
一
九
八
二
年
、
佐
藤
昌
一
郎
編
著
『
世
界
の
反
核
運
動
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八

四
年
、
「
核
被
害
者
世
界
大
会
の
衝
撃
」
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
七
年
十
一
月
五
日
朝
刊
。

佐
藤
昌
一
郎
「
非
核
自
治
体
（
運
動
）
の
展
開
と
歴
史
的
意
義
i
日
本
と
世
界
の
各
国
で
」
（
森
田
俊
男
編
著
『
非
核
自
治
体
一
抗
議
・
学
習
・



（
8
）

連
帯
』
汐
文
社
、
一
九
八
七
年
十
月
、
所
収
）
、
二
九
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

名
護
市
の
非
核
宣
言
に
つ
い
て
は
、
『
全
国
非
核
自
治
体
宣
言
文
集
』
（
非
核
自
治
体
通
信
別
冊
）
、

八
月
六
日
、
九
二
ペ
ー
ジ
。

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年

二
　
非
核
自
治
体
宣
言
と
非
核
自
治
体
づ
く
り

非核自治体運動についての覚書（石川）

　
非
核
自
治
体
の
急
増

　
日
本
に
お
け
る
非
核
自
治
体
数
は
、
一
九
八
○
年
以
前
に
は
、
わ
ず
か
六
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
愛
知
県
半
田
市
（
一
九
五
八
年
六

月
六
日
）
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
（
同
年
八
月
一
〇
日
）
、
東
京
都
港
区
（
同
年
一
〇
月
一
七
日
）
、
静
岡
県
三
島
市
（
一
九
五
九
年
一
二
月
二

一
日
）
、
兵
庫
県
竜
野
市
（
一
九
五
九
年
＝
一
月
二
三
日
）
、
兵
庫
県
明
石
市
（
一
九
六
〇
年
八
月
一
九
日
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一

九
八
○
年
代
に
は
い
る
と
急
激
に
増
加
し
は
じ
め
、
一
九
八
二
年
六
月
の
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
む
け
て
の
反
核
・
平
和
運
動
の

高
揚
以
降
、
八
二
年
末
に
は
六
三
、
八
二
年
末
に
は
一
四
八
、
八
四
年
末
に
は
四
一
〇
に
な
っ
た
。
八
五
年
に
は
い
る
と
そ
の
勢
い
は
さ

ら
に
増
し
、
八
五
年
末
に
は
九
〇
八
と
な
り
、
非
核
自
治
体
の
住
民
数
が
全
人
口
の
過
半
数
（
五
〇
・
四
％
）
を
越
え
た
。

　
一
九
八
八
年
六
月
末
現
在
で
は
、
＝
府
県
（
徳
島
・
長
野
・
神
奈
川
・
香
川
・
高
知
・
山
梨
・
広
島
・
福
井
・
鳥
取
・
大
阪
・
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

媛
）
、
一
、
三
〇
四
市
区
町
村
、
計
一
、
三
一
五
自
治
体
（
全
自
治
体
数
三
、
三
一
五
の
三
九
・
七
％
）
に
達
し
た
。
県
を
含
め
全
自
治
体

が
宣
言
し
た
の
は
山
梨
・
鳥
取
の
両
県
で
あ
る
。
日
本
の
非
核
自
治
体
は
数
の
上
で
は
世
界
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
非

核
自
治
体
」
と
い
う
概
念
と
実
態
が
国
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
や
地
方
自
治
制
度
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
指
標
に
な
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
自
治
体
の
居
住
人
口
比
で
は
日
本
は
六
〇
％
を
越
え
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
人
ロ
比
七
二
％
以
上
）
、
カ
ナ
ダ
（
同
六
四
％
）
、
イ
ギ
リ
ス
（
同
六
〇
％
以
上
）
に
次
い
で
第
四
位
と
な
っ
て
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論　説

表1　日本における非核自治体数の推移

（1988．7現在） 1315

200 1196
1126

000

908
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410

200 148

63
6

0
80　　82 83 84 85 86 87 88

年年年年年年年年
以
前
『
治

　
　
　
糊

　
　
　
債 自

　　　　　　　　　　表∬世界の非核自治体数
一4106Nuclear　Free　Zone　Communities　in　the　World　as　of　July，88｝

　1アルゼンチンArgentina
111オーストラリァAustraria

　　　　　　　（人口比66％以上）

281ベルギーBelgium
　　　　　　　（人口比45％以上）

176カナダCanada
　　　　　　　（人口比64％以上）

　20デンマークDenmark
　3フィンランドFinland
　2フランスFrance
184イギリスGreat　Britain

　　　　　　　（人口比60％以上）

　34ギリシヤGreece
117アイルランド1reland

　　　　　　　（人口比50％以上）

650イタリー1taly
1315日本Japan（人口比60％以上）
　（over　60％of　the　population）

99オランダNetherlands
105ニュージーランドNew
　　Zealand（人口比72％以上）

140ノルウェーNorway
　　　　　　　　　　（非核港23）

21フィリピンPhilipPines
　　　　　　　（入口比25％以上）

・105ポルトガルPortuga1
32スコットランドScotland
350スペインSpain
　　　　　　　（人口比50％以上）

　7スウェーデンSweden
　1タヒチTahiti
151アメリカU．S．　A　（条例67）

　1ヴァヌアツVanuatu
200西ドイッWest　Germany

（88年7月現在）

（資料）r非核自治体インフォメーション」第2号より
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（
2
）

い
る
Q

　
福
岡
県
内
の
宣
言
文
の
内
容

　
福
岡
県
で
は
、
一
九
八
二
年
一
二
月
二
四
日
、
柳
川
市
議
会
が
「
非
核
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
を
し
て
い
ら
い
（
八
二
年
は
一
自

治
体
）
、
八
三
年
二
三
、
八
四
年
三
三
、
八
五
年
一
四
、
八
六
年
三
、
八
七
年
五
、
八
八
年
六
月
末
ま
で
二
、
合
計
八
一
自
治
体
が
非
核
宣

　
　
　
　
　
　
（
3
）

言
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
の
例
を
示
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

非核自治体運動についての覚書（石川）

◎
　
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
求
め
る
決
議

　
真
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
願
望
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
近
年
、
世
界
に
お
い
て
軍
備
の
拡
張
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
、
世
界
平
和
に
深
刻
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
人
類

の
等
し
く
憂
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て
、
ま
た
平
和
憲
法
の
精
神
か
ら
も
再
び
あ
の
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。

　
わ
が
大
牟
田
市
は
、
日
本
国
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
た
恒
久
平
和
主
義
の
理
念
を
市
民
生
活
の
中
に
生
か
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
地
方
自
治
の
基

本
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
わ
が
大
牟
田
市
は
、
非
核
三
原
則
（
作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
）
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
法
制
化
を
願
い
つ
つ
、
あ

ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
も
わ
が
大
牟
田
市
内
に
入
り
、
貯
蔵
、
配
備
、
空
中
輸
送
・
核
部
隊
の
通
過
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
核
保
有
国
に

対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界
に
向
か
っ
て
訴
え
、
宣
言
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
三
年
三
月
十
五
日
・
大
牟
田
市
議
会
）

◎
　
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

　
恒
久
平
和
は
私
た
ち
人
類
共
通
の
願
望
で
あ
る
。
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払百冊 説

核
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

大
牟
田
市
は
、
市
民
一
人
一
人
の
平
和
を
願
う
心
を
結
集
し
て
、

る
。

あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
、
こ
こ
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を
宣
言
す

（一

續
ｪ
五
年
十
二
月
八
日
・
大
牟
田
市
）
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こ
の
大
牟
田
市
の
宣
言
は
、
市
議
会
が
一
九
八
三
年
三
月
に
、
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
求
め
る
決
議
」
を
行
な
い
、
そ
れ
を
受
け
て
、

自
治
体
で
あ
る
市
が
一
九
八
五
年
十
二
月
八
日
に
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
福
岡
県
下
で
は
、
小
郡

市
、
筑
後
市
、
穂
波
町
な
ど
で
、
同
じ
よ
う
な
手
続
き
で
宣
言
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
①
「
被
爆
国
」
「
広
島
・
長
崎
の
惨
禍

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
（
被
爆
体
験
）
、
②
「
非
核
三
原
則
」
、
③
「
日
本
国
憲
法
（
恒
久
平
和
主
義
）
」
、
「
地
方
自
治
」
の
三
つ
を

根
拠
と
し
て
い
る
。
県
下
で
の
宣
言
で
も
同
じ
《
こ
の
三
つ
を
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
標
準
的
内
容
と

い
え
よ
う
。

　
同
市
で
は
、
宣
言
以
前
に
も
市
議
会
で
一
九
八
○
年
に
非
核
三
原
則
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
や
、
八
一
年
に
は
核
兵
器
完
全
廃

止
に
関
す
る
決
議
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
「
平
和
の
た
め
の
大
牟
田
戦
争
展
」
が
市
民
団
体
の
手
で
開
か
れ
、
八
五
年
に
は
原
水
晶
系
の
提
起

し
た
国
際
署
名
が
十
万
以
上
の
都
市
で
は
、
は
じ
め
て
人
口
の
過
半
数
以
上
の
署
名
を
収
め
た
り
、
分
裂
し
て
い
た
平
和
行
進
が
同
市
で

統
一
す
る
な
ど
、
「
世
論
の
支
持
、
盛
り
上
が
り
が
あ
り
、
こ
こ
で
宣
言
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
」
（
黒
田
大
牟
田
市
長
）
と
い
う
背
景
が

あ
る
。
同
市
で
は
宣
言
後
、
市
庁
舎
正
面
に
懸
垂
幕
を
か
ざ
り
、
市
内
の
図
書
館
や
文
化
会
館
な
ど
の
施
設
三
十
五
ケ
所
に
パ
ネ
ル
展

示
・
た
て
看
板
作
成
・
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
・
貸
し
出
し
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

◎
　
非
核
・
恒
久
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

　
世
界
平
和
と
安
全
・
人
類
の
幸
福
は
、
諸
国
民
共
通
の
願
い
で
あ
り
、

い
ま
国
際
的
な
核
軍
拡
競
争
の
果
て
し
な
い
悪
循
環
は
、
あ
ら
た
な
核
戦



非核自治体運動についての覚書（石川）

争
の
危
険
を
増
大
し
、
人
類
の
生
存
へ
の
恐
怖
と
な
っ
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
全
世
界
の
人
々
に
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
全
面
廃
絶
を
訴
え
、
人
類
の
生

存
、
恒
久
平
和
に
む
け
て
貢
献
す
る
決
意
を
表
明
し
、
こ
こ
に
非
核
・
恒
久
平
和
都
市
を
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
記

一、

ｱ
の
区
域
内
で
は
、
核
兵
器
を
生
産
・
貯
蔵
・
配
備
を
認
め
な
い
。

二
、
こ
の
区
域
内
で
は
、
い
か
な
る
軍
事
行
動
・
軍
事
演
習
も
許
さ
な
い
。

三
、
こ
の
区
域
内
の
地
上
・
上
空
・
港
湾
・
お
よ
び
海
浜
の
い
ず
れ
で
も
、
核
兵
器
お
よ
び
軍
事
用
途
の
核
物
質
の
通
過
を
認
め
な
い
。

四
、
軍
事
用
途
以
外
の
核
物
質
は
、
議
会
お
よ
び
自
治
体
の
許
可
な
し
に
は
、
こ
の
区
域
を
通
過
さ
せ
な
い
。

五
、
自
治
体
は
、
い
か
な
る
状
態
に
お
い
て
も
核
戦
争
に
協
力
す
る
作
業
を
行
わ
な
い
。

六
、
こ
の
決
議
を
自
治
体
は
遵
守
し
、
住
民
へ
の
徹
底
を
は
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
三
年
一
二
月
二
三
日
・
筑
後
市
議
会
）

　
こ
の
筑
後
市
の
宣
言
は
、
さ
き
の
大
牟
田
市
と
同
じ
く
、
一
九
八
三
年
三
月
一
七
日
に
筑
後
市
議
会
が
「
『
非
核
平
和
都
市
宣
言
』
を
求

め
る
決
議
」
を
行
な
っ
た
の
を
受
け
て
、
一
九
八
三
年
一
二
月
二
三
日
、
筑
後
市
議
会
が
「
非
核
・
恒
久
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」

を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宣
言
は
、
核
兵
器
に
関
す
る
規
制
だ
け
で
な
く
、
「
軍
事
用
途
以
外
の
核
物
質
は
、
議
会
お
よ
び
自
治
体

の
許
可
な
し
に
は
、
こ
の
区
域
を
通
過
さ
せ
な
い
」
と
し
て
、
原
子
力
発
電
関
連
の
核
物
質
の
規
制
に
ま
で
踏
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
、
「
こ

の
区
域
内
で
は
、
い
か
な
る
軍
事
行
動
・
軍
事
演
習
も
許
さ
な
い
」
と
し
て
、
通
常
の
軍
事
演
習
に
ま
で
規
制
を
加
え
て
い
る
こ
と
、
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

特
徴
と
い
え
よ
う
。
こ
の
宣
言
の
時
点
（
一
九
八
三
年
）
で
は
、
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
な
お
、
「
軍
事
用

途
以
外
の
核
物
質
」
の
規
制
は
、
福
岡
県
内
で
は
、
古
賀
町
議
会
（
一
九
八
五
年
六
月
二
〇
日
）
、
桂
川
町
議
会
（
一
九
八
三
年
一
二
月
一

六
日
）
、
稲
築
町
議
会
（
一
九
八
四
年
三
月
二
三
日
）
、
嘉
穂
町
議
会
（
一
九
八
五
年
六
月
二
九
日
）
、
穂
波
町
議
会
（
一
九
八
三
年
一
二
月
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＝
二
日
）
、

説　
　
二
八
日
）
、

論　
　
二
三
日
）
、

庄
内
町
議
会
（
一
九
八
四
年
六
月
三
〇
日
）
、
頴
田
町
議
会
（
一
九
八
四
年
三
月
二
三
日
）
、
大
木
町
議
会
（
一
九
八
四
年
六
月

金
田
町
議
会
（
一
九
八
四
年
三
月
一
九
日
）
、
赤
池
町
議
会
（
一
九
八
四
年
三
月
二
六
日
）
、
大
任
町
議
会
（
一
九
八
四
年
六
月

な
ど
の
宣
言
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
の
多
さ
が
、
福
岡
県
内
の
宣
言
の
特
色
の
一
つ
で
も
あ
る
。
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◎
　
非
核
・
恒
久
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

　
恒
久
平
和
は
、
人
類
共
通
の
念
願
で
あ
り
、
国
際
的
な
核
軍
備
拡
大
の
競
争
は
、
新
た
な
核
戦
争
の
危
険
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

　
わ
が
国
は
、
核
被
爆
国
と
し
て
、
ま
た
、
平
和
憲
法
の
精
神
か
ら
も
再
び
広
島
・
長
崎
の
惨
禍
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
甘

木
市
に
お
い
て
は
三
十
九
年
前
、
一
発
の
爆
弾
で
三
十
一
名
の
幼
い
児
童
が
一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を
失
い
、
悲
惨
な
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。　

わ
れ
わ
れ
は
命
の
尊
厳
を
強
く
認
識
し
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
を
全
世
界
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
人
類
普
遍
の
大
義
に

向
か
っ
て
不
断
の
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
甘
木
市
は
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
る
に
際
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
決
意
し
、
こ
こ
に
「
非
核
・
恒
久
平
和
都
市
」
を
宣
言

す
る
。

　
右
、
決
議
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
四
年
七
月
二
日
・
甘
木
市
議
会
）

　
こ
の
甘
木
市
の
宣
言
は
、
「
特
に
甘
木
市
に
お
い
て
は
三
十
九
年
前
、
一
発
の
爆
弾
で
三
十
一
名
の
幼
い
児
童
が
一
瞬
に
し
て
尊
い
命
を

失
い
、
悲
惨
な
犠
牲
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
」
と
記
し
、
十
五
年
戦
争
時
の
地
元
で
の
惨
禍
の
体
験
を
宣
言
の
根
拠
の
一
つ
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
福
岡
県
内
の
他
の
自
治
体
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
苅
田
町
議
会
の
「
『
非
核
苅
田

町
宣
言
』
を
求
め
る
決
議
」
（
一
九
八
四
年
一
二
月
一
八
日
）
は
、
「
私
た
ち
の
郷
土
周
辺
に
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
と
ナ
イ
キ
基
地
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

り
、
核
の
持
ち
込
み
や
、
核
攻
撃
を
受
け
る
恐
れ
な
し
と
し
な
い
」
と
し
て
、
一
歩
現
状
や
実
態
に
踏
み
込
ん
だ
規
定
を
行
な
っ
て
い
る



と
こ
ろ
も
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
非
核
自
治
体
づ
く
り
の
到
達
点

非核自治体運動についての覚書（石川）

　
非
核
条
例
の
制
定
へ

　
日
本
の
一
、
三
〇
〇
を
こ
え
る
非
核
自
治
体
の
な
か
に
は
、
非
核
宣
言
後
、
自
治
体
と
し
て
非
核
・
平
和
の
行
動
を
何
も
行
な
わ
ず
ペ

イ
パ
ー
ポ
リ
シ
イ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
市
民
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
地
域
の
非
核
化
と
平
和
事
業
の
推
進
が

な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
非
核
自
治
体
で
は
拘
束
力
あ
る
非
核
条
例
の
制
定
へ
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

　
ま
ず
、
自
治
体
に
よ
る
非
核
・
平
和
の
た
め
の
各
種
施
策
を
行
な
う
予
算
措
置
の
条
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
平
和
基
金
条
例
」
を
制
定

（
一
九
八
六
年
三
月
）
し
た
東
京
品
川
区
で
は
、
現
在
二
億
円
の
基
金
を
設
け
、
そ
の
利
子
で
平
和
事
業
予
算
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
市
は
一
九
八
八
年
三
月
、
一
億
円
の
基
金
を
設
け
た
。

　
非
核
宣
言
を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
非
核
平
和
条
例
を
制
定
し
、
罰
則
を
設
け
拘
束
力
を
も
っ
た
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
、
長
野

県
茅
野
市
、
東
京
中
野
区
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
、
天
理
市
（
「
非
核
無
防
備
平
和
都
市
条
例
」
案
）
、
奈
良
県
平
群
町
、
福
井
県
な
ど
で
あ

（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
。
茅
野
市
で
は
す
で
に
直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
数
を
越
え
る
署
名
を
集
め
て
い
る
と
い
う
。
海
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
じ
め
か
な
り
の
例
が
あ
る
が
（
ア
メ
リ
カ
で
は
六
七
の
条
例
化
し
た
自
治
体
が
あ
る
）
、
日
本
国
内
で
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　
地
域
の
非
核
化
と
し
て
、
「
神
戸
方
式
」
が
実
際
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
「
神
戸
方
式
」
と
は
、
一
九
七
五
年
三
月
一
八
日
の
神
戸
市

議
会
決
議
に
も
と
づ
き
、
各
国
の
艦
艇
が
神
戸
港
に
入
港
を
希
望
す
る
場
合
、
外
務
省
を
通
じ
て
各
国
大
公
使
館
に
決
議
の
主
旨
を
伝

え
、
「
核
兵
器
を
積
載
し
て
い
な
い
」
と
い
う
「
非
核
証
明
書
」
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
こ
の
証
明
書
の
な
い
艦
艇
の
入
港
を
許
可
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

い
と
い
う
措
置
を
と
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
方
式
は
、
国
際
的
に
も
影
響
力
を
拡
大
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
国
の
政
策
と
し
て
「
核
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論　説

表皿　平和関係予算の例（1986年度） 単位　千円

自治体名

東京都

　文京区

担当所管

総　務　課

予算総額
（）内85年度

13，305

　（525）

品川区1総務課

　　　　i

保谷市

町田市

秘書広報課

企　画　課

　17，223

（122，234）

武蔵野市

日野市

1，659

（874）

613

（795）

市民活動課

庶　務　課

静岡県　協書課
　　　　　1
　富士市

75，043

（9，085）

2，836

（2，910）

5，735

（1，133）

内 容噛（）は内訳額

原爆写真展・講演会の開催、ポスター・

懸垂幕の掲出、宣言パネルの作成（庁舎

・出先施設133カ所予定）、区報特集号の

発行、平和祈念像・非核平和都市宣言碑

の建設

憲法記念「非核平和宣言」講演会の開催、

平和マーク入りTシャツ頒布開始、宣言

パネルの掲示、平和への願い作文募集、

図書館に平和資料コーナー設置、平和マ

ーク入りトレーナー頒布開始。（区作成

のアニメーション・平和への願いをこめ

た作文発表）

平和祭（729）、平和バス（870）、原爆写真

展（60）

平和を願う映画会と写真パネル展（250）、

映画フイルム購入（160）、パンフレット

作成（100）、懸垂幕ほか（103）

憲法小冊子作成（1，500）、市民平和集会

補助（1，000）、宣言板作成（1，000）、憲法

月間行事（2，520＞、国際交流（16，908）、

国際交流基金の創設（50，000）、夏期市民

講座（1，0bo）、フイルム購入（700）、成人

式平和講演（300）、世界連邦総会参加

（115）

宣言塔設置（200）、自治体間交流への旅

費（228）、平和の本配布（280）、反核映画

の集い（912）、広島・長崎の平和行事参

加補助（1，000）、憲法記念行事（216）

宣言モニュメント建立（5，000）、映画フ

イルム購入（320）、児童・生徒向けパン

フレット作成（200）、関係団体加入年会

費（60）、関係団体総：会出席（155）
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非核自治体運動についての覚書（石川）

大阪市

　枚方市

神奈川県

　横浜市

藤沢市

川崎市

吹田市

企画調査室

国　際　室

市　長　室

庶　務　課

企画調整室

5，214

（4，811）

シンポジウム・講演会・公演会（380）、

非核映画開催（300）、展示会（1，339）、関

係図書購入（300）、映画フイルム等購入

（790）、戦争体験記発行（808）、平和祈念
顧等参加（1・297）

67，000

16，206

（5，278）

40，713

（23，978）

3，024

（9，208）

子ども平和フェスティバル（13，000）、

子ども平和大使国連派遣（12，000）、国

際平和映画祭（4，000）、国際平和写真展

（9，000）、神奈川芸術展補助（2，000）、国

際平和年の告知（6，700）、フェスティバ

ル（3，300）、シンポジウム（5，000）、広

報・企画事業（12，000）

憲法記念のつどい（2，302）、平和展（599）

平和の輪を広げる100日間（2，245）、公民

館行事（1，800）、封〆劇公演（800）、原爆

被害者救援（6，960）、資料・図書等の購

入（1，500）

市民のつどい（2，600）、平和展（8，140）、

資料コーナー運営（3，500）、平和推進事

業補助（3，000）、国際平和年記念事業企

画委員会（1，000）、国連旗製作（1，001）、

作文・絵画コンクール（3，392）、平和の

鐘設置（6，000）、宣言額の掲出（3，080）、

平和教育手引書作成（500）、平和教育映

画フイルム購入（3，350）、図書館平和コー

ナー整備（500）、平和教育学級運営（600）

職員研修（60）、映画会（366）、子供劇場

（900）、原爆資料展（480）、平和祈念式

典参加（61）、ビデオ上映（89）、ポスタ

ー・ 梶[フレット作成（185）、平和絵葉

書（180）国連あてメッセージ送付（38）、

勤労者学習講座（250）、映画フィルム購

入（640）

（資料r住民と自治」1986年9月号より）
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訟両冊 説

兵
器
積
載
艦
艇
入
港
拒
否
」
を
と
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
バ
ヌ
ア
ツ
（
一
九
八
三
年
三
月
二
九
日
議
会
決
議
）
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
一
九

八
四
年
二
月
政
府
措
置
）
、
セ
ー
シ
ェ
ル
（
一
九
八
○
年
一
月
一
日
政
府
措
置
）
、
そ
の
他
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
な
ど
で
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　
「
神
戸
方
式
」
を
全
国
の
港
湾
都
市
へ
拡
大
す
る
方
法
、
さ
ら
に
都
道
府
県
管
理
の
民
間
空
港
へ
の
核
搭
載
可

能
機
の
飛
来
拒
否
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
各
自
治
体
の
平
和
事
業
に
つ
い
て
も
、
町
田
市
や
宇
治
市
を
は
じ
め
各
地
に
お
け
る
平
和
祈
念
（
記
念
）
像
の
建
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
啓

　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

発
事
業
、
平
和
教
育
、
川
崎
市
で
の
「
平
和
館
」
の
着
工
、
大
阪
府
と
大
阪
市
共
同
の
「
平
和
資
料
館
」
、
埼
玉
県
の
「
平
和
資
料
館
」
、
神

奈
川
県
の
「
国
際
平
和
館
」
構
想
、
大
阪
府
枚
方
市
に
よ
る
「
平
和
の
船
」
参
加
者
の
募
集
、
東
京
中
野
区
の
ロ
ン
ド
ン
や
ド
レ
ス
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

市
（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）
や
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
市
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
の
非
核
共
同
宣
言
、
神
奈
川
県
を
は
じ
め
諸
自
治
体
の
非

核
自
治
体
国
際
会
議
へ
の
参
加
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
行
政
と
非
核
民
際
外
交
の
展
開
が
あ
る
（
表
皿
を
参
照
）
。

　
国
内
で
も
非
核
自
治
体
の
連
携
運
動
と
し
て
全
国
組
織
で
あ
る
「
非
核
都
市
宣
言
自
治
体
連
絡
協
議
会
」
の
ほ
か
に
、
山
梨
・
秋
田
で

は
県
レ
ベ
ル
の
横
断
組
織
が
生
ま
れ
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
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（
1
）

（（32
））

『
非
核
自
治
体
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
第
二
号
、
法
政
大
学
西
田
勝
研
究
室
、
一
九
八
八
年
八
月
一
日
、
九
お
よ
び
一
四
ペ
ー
ジ
参
照
。
な

お
、
『
平
和
新
聞
』
（
日
本
平
和
委
員
会
発
行
）
は
、
一
九
八
八
年
七
月
一
〇
日
現
在
と
し
て
、
非
核
自
治
体
を
一
、
二
八
七
、
居
住
住
民
数
七

三
四
二
万
八
千
人
（
全
人
口
の
6
0
・
7
％
）
と
い
う
デ
ー
タ
ー
を
の
せ
て
い
る
（
一
九
八
八
年
七
月
二
五
日
号
）
。

『
非
核
自
治
体
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
創
刊
号
、
一
九
八
八
年
五
月
一
五
日
、
一
ペ
ー
ジ
。

「
み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣
言
の
実
現
を
め
ざ
す
会
」
の
調
査
に
よ
る
。
表
W
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
県
内
の
非
核
自
治
体
の
宣
言
文
に
つ

い
て
は
、
『
福
岡
県
非
核
宣
言
を
め
ざ
し
て
一
福
岡
県
非
核
自
治
体
宣
言
文
集
と
調
査
報
告
』
（
八
六
年
度
版
）
、
み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣

言
の
実
現
を
め
ざ
す
会
、
一
九
八
六
年
二
月
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。



非核自治体運動についての覚書（石川）

（
4
）
例
え
ば
、
西
田
勝
「
非
核
自
治
体
運
動
の
現
状
と
今
後
」
（
西
田
勝
編
『
非
核
自
治
体
運
動
の
理
論
と
実
際
』
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一

　
　
九
八
五
年
八
月
・
刊
所
収
）
一
八
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
5
）
前
掲
『
福
岡
県
非
核
宣
言
を
め
ざ
し
て
』
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
6
）
　
『
平
和
新
聞
』
一
九
八
八
年
七
月
二
五
日
、
ま
た
、
日
野
市
の
一
九
八
二
年
度
～
八
七
年
度
の
具
体
的
施
策
と
そ
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
前
掲

　
　
　
『
非
核
自
治
体
一
抗
議
・
学
習
・
連
帯
』
、
一
四
一
一
一
四
五
ペ
ー
ジ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
第
八
号
、
一
九

　
　
八
五
年
一
〇
月
一
日
（
非
核
自
治
体
訪
問
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
　
『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
、
第
二
五
号
、
一
九
八
七
年
三
月
一
日
、
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
8
）
　
『
平
和
新
聞
』
一
九
八
八
年
七
月
二
五
日
。

（
9
）
ア
メ
リ
カ
の
非
核
自
治
体
運
動
に
つ
い
て
は
、
袖
井
林
二
郎
「
ア
メ
リ
カ
の
非
核
地
域
運
動
」
（
前
掲
『
非
核
自
治
体
運
動
の
理
論
と
実
際
』

　
　
所
収
）
を
参
照
。
ア
メ
リ
カ
の
条
例
化
を
実
施
し
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
第
二
五
号
、
一
九
八
七
年
三
月
一

　
　
日
、
に
一
覧
表
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
「
神
戸
方
式
」
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
大
川
義
篤
「
『
神
戸
方
式
』
に
つ
い
て
考
え
る
」
（
前
掲
『
非
核
自
治
体
一
抗
議
・
学
習
・
連
帯
』
所

　
　
収
）
、
石
山
俊
彦
「
非
核
神
戸
港
の
実
験
」
（
前
掲
『
非
核
自
治
体
運
動
の
理
論
と
実
際
』
所
収
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
1
）
大
川
前
掲
論
文
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。

（
1
2
）
例
え
ば
、
福
岡
県
八
女
市
に
お
け
る
平
和
の
像
の
建
立
と
啓
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
『
非
核
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
創
刊
号
、
福
岡
県
久
留

　
　
米
市
の
平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、
『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
第
三
三
号
、
一
九
八
七
年
一
一
月
一
日
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
3
）
川
崎
市
の
平
和
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
非
核
・
平
和
行
政
の
前
進
の
た
め
に
」
（
『
住
民
と
自
治
』
一
九
八
⊥
ハ
年
九
月
号
・
所
収
）
、
一
五
－
一
六

　
　
ペ
ー
ジ
。
　
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
・
川
崎
市
平
和
館
」
（
『
非
核
自
治
体
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
創
刊
号
）
を
参
照
。

（
1
4
）
東
京
中
野
区
の
非
核
共
同
宣
言
に
つ
い
て
は
、
『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
第
二
九
号
、
一
九
八
七
年
七
月
一
日
、
同
・
第
三
六
号
、
一
九

　
　
八
八
年
二
月
一
〇
日
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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三
　
非
核
自
治
体
運
動
の
展
開
と
そ
の
特
徴

　
（
一
）
非
核
自
治
体
運
動
の
展
開
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
非
核
自
治
体
運
動
は
、
一
九
八
○
年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
北
米
大
陸
、
日
本
、
太
平
洋
地
域
、
ア
ジ
ア
へ
と
広
が
り
、
国
際
的
な
流
れ
を
形
成
し
、
さ
ら
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
反
核
（
非
核
）
平
和
運
動
が
全
世
界
的
規
模
で
発
展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
直
接
的
契
機
と
し
て
は
、
一
九
七
九
年
一
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
N
A
T
O
の
「
二
重
決
定
」
や
ア
メ
リ
カ
・
レ
ー

ガ
ン
政
権
の
登
場
と
そ
の
限
定
核
戦
争
構
想
の
発
表
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
核
戦
争
の
現
実
性
と
核
戦
場
化
の
危
険
を
じ
か
に

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
、
生
活
の
場
が
核
戦
場
に
想
定
さ
れ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
人
び
と
の
あ

い
だ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
。

　
一
九
八
○
年
四
月
目
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
反
核
平
和
団
体
の
共
闘
組
織
と
し
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
核
廃
絶
運
動
」
（
国
霞
8
＄
昌
Z
〒

o
δ
碧
∪
δ
霞
ヨ
鋤
白
Φ
昌
計
国
Z
U
）
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
そ
の
年
の
一
〇
月
国
連
軍
縮
週
間
を
契
機
に
、

こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
数
の
参
加
者
に
よ
る
大
規
模
な
反
核
デ
モ
や
集
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
九
月
の
西
ド
イ

ツ
の
ボ
ン
集
会
は
三
〇
万
人
、
一
〇
月
の
ロ
ン
ド
ン
集
会
は
八
万
人
置
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
翌
八
一
年
一
〇
月
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
・
ラ
リ
ー

で
は
一
五
～
二
五
万
人
、
八
二
年
六
月
六
日
置
二
五
万
人
、
八
三
年
一
〇
月
二
十
二
日
に
は
四
〇
万
人
を
記
録
し
た
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、

八
一
年
一
〇
月
一
〇
日
の
ボ
ン
集
会
は
三
〇
万
を
こ
え
、
八
二
年
六
月
の
ボ
ン
集
会
は
四
五
～
五
〇
万
人
、
八
三
年
に
は
ボ
ン
、
ハ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
グ
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
西
ベ
ル
リ
ン
で
反
核
連
鎖
行
動
が
と
り
組
ま
れ
、
一
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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反
核
運
動
の
高
揚
を
、
佐
藤
昌
一
郎
氏
は
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
。
①
反
核
運
動
の
国
民
的
拡
が
り
と
反
核
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
参
加
者
の
急
増
、
②
こ
の
運
動
の
主
体
の
新
し
い
形
成
と
古
い
平
和
団
体
の
運
動
と
の
連
合
に
よ
る
い
わ
ば
幅
広
い
統
一
戦
線
的

運
動
の
発
展
、
③
欧
米
で
は
教
会
の
果
た
し
て
い
る
役
割
が
大
き
い
こ
と
と
、
知
識
人
や
各
種
の
専
門
家
が
組
織
を
作
り
反
核
運
動
で
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
④
草
の
根
の
反
核
運
動
の
展
開
の
な
か
か
ら
き
わ
め
て
多
様
で
多
彩
で
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
（
創
造
性
）

に
富
む
運
動
の
形
態
が
造
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
⑤
非
核
地
帯
・
地
域
を
め
ざ
す
運
動
の
展
開
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た

反
核
運
動
の
な
か
か
ら
、
⑤
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
非
核
自
治
体
運
動
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
℃

　
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
非
核
自
治
体
運
動
と
、
そ
の
一
つ
の
発
展
形
態
を
示
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
非
核
自
治
体
運

動
を
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

　
（
二
）
イ
ギ
リ
ス

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
国
内
外
の
反
核
気
運
の
高
揚
を
背
景
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
が
党
大
会
（
一
九
八
○
年
一
〇
月
）
に
お
い
て

「
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
パ
ー
シ
ン
グ
H
型
、
ト
ラ
イ
ゲ
ン
ト
・
ミ
サ
イ
ル
の
廃
棄
と
一
方
的
核
軍
縮
」
な
ど
を
決
定
し
、
核
兵
器
・
核
基
地

の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
一
方
的
撤
去
を
方
針
と
し
て
掲
げ
た
。
同
党
の
影
響
と
E
N
D
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
ま
で
の
非
核
地

帯
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
同
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
　
（
ζ
9
口
9
0
ω
け
o
H
）
、
リ
ー
ズ

（
ピ
o
o
◎
ω
）
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
（
ω
ゴ
o
h
臣
巴
α
）
な
ど
の
都
市
で
非
核
自
治
体
が
誕
生
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
議
会
の
非
核
宣
言
は
、
「
市
議
会
は
、
我
が
国
に
お
け
る
核
兵
器
の
存
在
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
民
の
安

全
と
福
祉
に
対
す
る
全
般
的
な
脅
威
の
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
す
る
。
そ
れ
故
市
議
会
は
、
女
王
陛
下
の
政
府
に
対
し
、
巡
航
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

サ
イ
ル
の
配
備
と
ト
ラ
イ
ゲ
ン
ト
・
ミ
サ
イ
ル
の
購
入
と
を
中
止
す
る
よ
う
要
求
す
る
」
（
一
九
八
○
年
一
〇
月
一
日
）
と
述
べ
て
い
る
。

同
年
＝
月
五
日
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
議
会
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
宣
言
を
発
し
た
。
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「
市
議
会
は
、
核
兵
器
の
脅
威
に
関
す
る
、
そ
の
既
定
の
政
策
に
か
ん
が
み
、
当
市
の
市
域
内
に
お
い
て
、
如
何
な
る
種
類
を
問
わ
ず
、
す
べ
て

の
核
兵
器
の
製
造
、
配
備
を
行
な
わ
な
い
よ
う
、
女
王
の
政
府
に
要
求
す
る
。

　
我
々
は
、
核
兵
器
の
破
壊
力
の
巨
大
さ
を
承
知
し
て
お
り
、
こ
の
要
求
が
当
市
の
範
囲
だ
け
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
殆
ど
意
味
を
持
た
な
い
で
あ

ろ
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
故
に
、
我
々
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
西
部
の
近
隣
自
治
体
、
さ
ら
に
、
大
ブ
リ
テ
ン
の
す
べ
て
の
地
方
自
治
体

が
、
そ
の
市
民
の
名
に
お
い
て
、
同
様
の
声
明
を
出
さ
れ
る
よ
う
直
接
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

」
核
に
よ
る
大
量
虐
殺
の
執
行
者
と
な
る
こ
と
も
、
そ
の
標
的
と
な
る
こ
と
も
、
共
に
住
民
の
利
益
に
反
す
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
声
明
を
行

う
こ
と
は
、
我
々
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
住
民
の
希
望
を
明
示
す
る
途
で
あ
り
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
非
核
地
帯
を
設
定
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

拡
大
す
る
と
い
う
事
業
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
。
」

55　（1　・96）　96

　
こ
の
宣
言
は
、
い
わ
ば
「
女
王
の
政
府
」
に
対
す
る
核
兵
器
の
製
造
・
配
備
の
中
止
を
要
請
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト
的
非
核
宣
言
と
い
え

る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
非
核
自
治
体
第
一
号
と
目
さ
れ
て
い
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
（
市
議
会
）
は
、
そ
の
後
、
第
一
回
イ
ギ
リ
ス
非

核
自
治
体
会
議
の
開
催
を
よ
び
か
け
た
り
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
開
催
）
、
非
核
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
、
非
核
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

平
和
事
業
を
強
力
に
推
進
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
非
核
自
治
体
運
動
は
、
一
九
八
一
年
に
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
に
広
が
り
、
八
二
年
六
月
六
日
に
は
首
都
大
ロ
ン
ド
ン
市
議

会
（
∩
甲
目
0
9
一
①
触
　
】
U
O
コ
α
O
づ
　
O
O
信
づ
O
出
）
の
歴
史
的
な
非
核
宣
言
を
生
み
だ
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
非
核
宣
言
の
内
容
も
政
府
に
対
す
る
抗

議
・
要
請
か
ら
自
治
体
論
を
ふ
ま
え
た
自
治
体
独
自
の
非
核
政
策
の
追
求
を
含
め
た
も
の
へ
と
深
め
ら
れ
た
。

　
『
な
ぜ
大
ロ
ン
ド
ン
市
議
会
は
非
核
ロ
ン
ド
ン
宣
言
を
行
な
う
か
』
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
非
核
ロ
ン
ド
ン
　
一
九
八
二
年
六
月
六
日
日
曜
日
、
大
ロ
ン
ド
ン
市
議
会
は
ロ
ン
ド
ン
を
非
核
地
帯
と
宣
言
す
る
。
　
（
略
）

核
廃
棄
物
か
ら
の
危
険
　
ロ
ン
ド
ン
市
民
は
、
し
ば
し
ば
秘
密
裡
に
、
人
口
過
密
地
帯
の
鉄
道
や
道
路
を
通
る
核
物
質
に
よ
っ
て
日
々
危
険
に
さ
ら



さ
れ
て
い
る
。
南
東
部
の
三
つ
の
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
使
用
済
み
核
燃
料
棒
は
、
す
べ
て
ロ
ン
ド
ン
を
通
過
し
て
ウ
ィ
ン
ズ
ケ
ー
ル
（
≦
巳
甲

。
巴
Φ
）
に
い
く
。
兵
器
の
移
動
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
ほ
と
ん
ど
入
手
で
き
な
い
。
　
（
略
）

　
民
間
防
衛
の
価
値
　
大
ロ
ン
ド
ン
市
議
会
は
、
核
攻
撃
に
対
し
て
民
間
防
衛
を
供
与
す
る
よ
う
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

か
か
る
措
置
は
核
戦
争
か
ら
全
人
民
を
守
る
効
果
的
手
段
と
は
な
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
最
善
の
保
護
は
平
和
を
求
め
る
運
動
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
核
戦
争
は
も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
（
略
）
」

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
う
え
に
立
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

次
の
五
点
が
う
ち
だ
さ
れ
る
。

非核自治体運動についての覚書（石川）

⑤④③②①
大
ロ
ン
ド
ン
地
域
内
で
核
兵
器
を
製
造
も
し
く
は
配
備
し
て
は
な
ら
な
い
。

核
兵
器
ま
た
は
軍
事
目
的
の
核
物
質
を
大
ロ
ン
ド
ン
地
域
内
お
よ
び
上
空
を
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
。

他
の
い
か
な
る
核
物
質
も
、
議
会
か
ら
の
特
別
の
認
可
な
し
に
大
ロ
ン
ド
ン
地
域
内
を
運
搬
し
て
は
な
ら
な
い
。

い
か
な
る
新
た
な
原
子
力
発
電
所
も
ロ
ン
ド
ン
に
建
設
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

地
方
自
治
体
に
民
間
防
衛
を
指
令
し
て
い
る
現
在
の
法
的
義
務
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
宣
言
は
、
内
容
的
に
も
具
体
性
を
も
っ
て
お
り
、
原
子
力
発
電
所
関
連
の
核
物
質
に
つ
い
て
も
ふ
み
こ
ん
だ
措
置
が
規
定
さ
れ
て

い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
宣
言
の
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
軍
事
や
核
問
題
（
原
発
を
含
め
て
）
は
、
中
央
政

府
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
自
治
体
は
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
な
い
性
格
の
問
題
だ
と
す
る
従
来
か
ら
の
見
解
を
、
市
民
の
生
存
と
安
全
を

守
る
こ
と
こ
そ
自
治
体
の
責
務
だ
と
す
る
自
治
の
論
理
と
理
念
を
対
置
し
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
点
が
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
非
核
・

平
和
の
実
現
を
現
在
の
政
府
に
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
が
主
権
者
・
主
体
者
と
し
て
自
分
た
ち
が
砦
と
し
て
利
用
で
き
る
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

治
体
を
使
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
た
点
で
意
義
が
あ
る
。
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論説

　
（
三
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

　
南
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
非
核
自
治
体
運
動
は
、
草
の
根
か
ら
の
運
動
と
し
て
一
つ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
南

太
平
洋
で
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
運
動
が
注
目
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
反
核
・
平
和
運
動
は
、
女
性
解
放
運
動
、
環
境
保

全
運
動
、
そ
れ
に
マ
オ
リ
文
化
の
復
権
の
運
動
な
ど
と
結
び
つ
い
て
、
多
数
の
非
核
自
治
体
を
生
み
だ
し
、
核
兵
器
積
載
艦
の
入
港
禁
止

を
は
じ
め
と
す
る
非
核
政
策
を
と
る
「
非
核
の
政
府
」
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
も
労
働
党
政
府
が
非
核
政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
二
年
か
ら
七
五

年
ま
で
が
政
権
担
当
期
間
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
南
太
平
洋
で
の
核
実
験
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
ム
ル
ロ
ア

環
礁
へ
出
動
さ
せ
て
抗
議
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
草
の
根
運
動
の
支
持
は
ま
だ
な
く
、
一
九
七
五
年
の
選
挙

で
敗
北
し
た
。
今
日
の
「
非
核
の
政
府
」
の
場
合
は
、
非
核
自
治
体
運
動
に
よ
る
確
固
た
る
草
の
根
の
支
持
が
あ
る
点
で
前
回
と
違
っ
て

い
る
。
一
九
八
○
年
の
時
点
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
核
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
国
際
婦
人
平
和
連
盟
な
ど
僅
か
な
平
和
グ
ル
ー
プ
は

存
在
し
て
い
た
が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
（
0
げ
目
一
ω
け
O
ゴ
d
F
『
O
げ
）
の
グ
ル
ー
プ
が
非
核
自
治
体
運
動
を
始
め
る
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
根
を
は
っ
た
運
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
長
期
間
イ
ギ
リ
ス
に
、
第
二
次
大
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
に
政
治
的
外
交
的
に
従
属
し
、
A
N
Z
U
S
同
盟
に
よ

っ
て
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
体
制
に
組
み
こ
ま
れ
た
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
A
N
Z
U

S
か
ら
の
自
立
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
自
立
を
支
え
る
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
軸
と
し
て
土
着
の
先
住
民
マ
オ
リ
の
存
在
が
新
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
意
味
を
も
っ
て
き
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
南
太
平
洋
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
核
実
験
を
は
じ
め
、
海
洋
の
核
軍
事
化

に
強
く
反
対
す
る
が
、
核
実
験
の
被
害
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
南
太
平
洋
諸
島
の
住
民
の
直
面
し
て
い
る
状
況
と
同
根
の
問
題
で
あ
る
こ

と
が
意
識
さ
れ
は
じ
め
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
平
和
運
動
の
視
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野
を
広
げ
、
反
核
・
平
和
と
太
平
洋
諸
島
の
現
地
住
民
の
闘
い
と
を
結
び
つ
け
た
。

　
一
九
八
○
年
に
、
ハ
ワ
イ
で
非
核
独
立
太
平
洋
運
動
（
N
F
I
P
）
が
結
成
さ
れ
、
同
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
で

も
、
マ
オ
リ
族
や
太
平
洋
諸
島
の
活
動
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
太
平
洋
人
民
反
核
行
動
委
員
会
（
P
P
A
N
A
C
）
が
結
成
さ
れ
た
。
P

P
A
N
A
C
は
、
核
兵
器
反
対
と
土
地
に
た
い
す
る
権
利
と
現
地
住
民
の
自
決
を
結
合
さ
せ
、
政
治
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
う
ち
た
て
た
。
P

P
A
N
A
C
の
影
響
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
非
核
地
域
で
あ
れ
、
ウ
ラ
ン
採
掘
や
土
地
・
漁
業
資
源
の
損
失
、
島
民
の
被
曝
者
、
太
平
洋
の

現
地
住
民
の
政
治
的
権
利
を
無
視
し
て
は
所
詮
空
虚
な
構
想
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
平
和
運
動
に
自
覚
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
P
P
A
N
A
C
は
、
ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
タ
ヒ
チ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
、
パ
プ
ァ
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
N
F
I
P
の
諸
団
体
と
密
接
な
協
力
関
係
を
結
ん
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
国
境
を
こ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

た
民
際
的
連
帯
の
傾
向
を
強
め
た
。

　
一
九
八
二
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ー
ー
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
平
和
運
動
（
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
と
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
語
名
）
が
発

足
し
、
平
和
運
動
を
全
国
的
に
推
進
す
る
た
め
の
常
設
的
な
平
和
事
務
局
の
役
目
を
は
た
し
た
。
ま
た
南
太
平
洋
の
人
民
と
の
連
帯
・
マ

オ
リ
文
化
の
見
直
し
と
結
び
つ
い
た
草
の
根
反
核
・
平
和
運
動
は
、
個
々
の
組
織
や
個
人
の
自
立
性
を
大
幅
に
認
め
た
う
え
で
の
連
携
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

よ
っ
て
、
あ
せ
ら
ず
じ
っ
く
り
と
作
業
を
進
あ
て
い
く
と
い
う
活
動
ス
タ
イ
ル
を
生
み
だ
し
た
。

　
一
九
八
一
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
第
二
回
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
国
平
和
討
論
集
会
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
非
核
地
域
委
員
会
（
N

W
F
Z
）
の
結
成
を
決
定
し
た
。
こ
の
非
核
自
治
体
運
動
が
拡
大
し
た
の
は
、
一
九
八
三
年
の
核
軍
縮
国
際
女
性
デ
ー
に
お
け
る
女
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

行
動
以
後
で
あ
る
と
い
う
。
非
核
自
治
体
運
動
を
支
え
て
い
る
大
部
分
は
女
性
で
あ
る
と
も
い
う
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
（
非
核
自
治
体
）

や
マ
ウ
ン
ト
・
エ
1
デ
ン
（
同
）
は
女
性
市
長
で
あ
る
。
非
核
地
域
委
員
会
は
八
三
年
に
地
方
自
治
体
の
支
持
を
獲
得
す
る
運
動
を
展
開

す
る
。
市
町
村
議
会
に
お
い
て
、
議
会
の
決
議
な
い
し
住
民
投
票
に
よ
り
、
非
核
宣
言
を
お
こ
な
う
運
動
が
推
進
さ
れ
た
。
八
二
年
一
〇
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芸ム
面冊 説

月
に
は
非
核
自
治
体
は
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
や
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
は
じ
め
一
八
で
あ
っ
た
が
、
八
三
年
九
月
に
は
そ
の
数
は
四
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

そ
こ
に
住
む
住
民
は
全
人
口
の
四
一
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。
例
え
ば
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
八
三
年
八
月
、
非
核
宣
言
を
二
二
対

一
〇
で
決
議
し
た
が
、
同
市
は
七
カ
月
前
に
宣
言
案
を
二
三
対
九
で
否
決
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
に
は
運
動
の
進
展
と
国
民

の
世
論
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
（
人
口
二
九
万
人
）
が
非
核
宣
言
を
し
た
の
は
一
九
八
二
年
三
月
で
あ
る
が
、
「
核
兵
器
の
配
置
、
実
験
も

し
く
は
通
過
の
禁
止
」
「
核
戦
争
で
標
的
と
な
る
通
信
施
設
を
地
域
内
で
禁
止
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
宣
言
が
核
戦
争
の
遂
行

に
不
可
欠
な
通
信
施
設
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
注
目
に
価
す
る
。
核
兵
器
は
運
搬
・
発
射
・
通
信
手
段
な
し
に
は
本
来
の
機
能
を
発
揮
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
非
核
の
「
核
」
に
は
、
核
兵
器
だ
け
で
な
く
、
「
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
」
全
体
を
問
題
に
す
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会
の
宣
言
に
は
、
原
子
力
発
電
所
関
連
の
規
定
は
な
い
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
マ
ウ
ン

ト
・
エ
ー
デ
ン
の
非
核
宣
言
は
、
病
院
の
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
使
用
な
ど
は
認
め
つ
つ
、
原
子
力
発
電
所
の
設
置
、
核
燃
料
の
移
動
、
通
過
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

禁
止
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
現
在
ま
で
に
、
一
〇
二
の
自
治
体
（
人
口
比
に
し
て
七
二
％
以
上
）
が
非
核
自
治
体
と
な
り
、
こ
う
し
た
運

動
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
非
核
の
世
論
を
形
成
し
、
そ
れ
が
国
民
的
合
意
と
な
り
、
動
揺
し
て
い
た
労
働
党
政
府
を
決
断
さ
せ
、
非
核
政
策

を
実
行
す
る
政
府
へ
と
前
進
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
一
九
八
五
年
南
太
平
洋
非
核
地
帯
条
約
（
ラ
ロ
ト
ン
が
幻
霞
o
1

8
昌
α
q
9
条
約
）
に
加
盟
し
た
が
、
一
九
八
七
年
六
月
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
非
核
地
帯
・
軍
縮
・
軍
備
管
理
法
」
が
制
定
さ
れ
、

国
民
の
非
核
・
平
和
に
生
き
る
権
利
が
法
的
に
も
う
ら
づ
け
ら
れ
た
。
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（
1
）
一
九
八
○
年
代
以
前
に
も
、
非
核
地
帯
・
地
域
を
実
現
す
る
た
め
の
構
想
や
闘
い
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
九
五
〇
年
代
に
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（
2
）

（
3
）

（（54
））

は
、
ソ
連
（
五
六
年
三
月
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
五
七
年
一
〇
月
）
な
ど
の
提
案
に
よ
る
、
東
西
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
非
核
地
帯
」

構
想
が
あ
り
、
と
く
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
二
次
案
・
三
次
案
を
提
示
し
て
積
極
的
に
実
現
の
た
め
に
動
い
た
。
こ
の
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ
、
西
ド

イ
ツ
な
ど
の
反
対
で
進
展
を
み
な
か
っ
た
。
（
詳
し
く
は
前
田
寿
『
軍
縮
交
渉
史
－
一
九
四
五
年
～
一
九
六
七
年
1
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
六
八
年
、
な
ど
を
参
照
）
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
自
治
体
の
非
核
化
に
申
心
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
今
日
の
非
核
自
治
体
運
動
と

は
発
想
の
点
を
含
め
て
明
確
な
相
違
が
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
藤
昌
一
郎
『
世
界
の
反
核
運
動
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
二
六
－
三
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
な
お
、
同
書
は
、
反
核
運
動

の
飛
躍
的
発
展
の
特
徴
を
概
括
的
に
整
理
し
て
お
り
興
味
深
い
。
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
も
参
考
に
し
た
。

『
核
兵
器
つ
く
ら
ず
持
た
ず
持
ち
込
ま
せ
ず
1
非
核
自
治
体
宣
言
集
㈹
一
1
』
原
水
爆
禁
止
東
京
協
議
会
、
　
一
九
八
三
年
八
月
、
五
六

ペ
ー
ジ
。

同
、
五
六
ペ
ー
ジ
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
議
会
の
非
核
地
域
に
関
す
る
事
業
一
覧
（
要
約
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
S
A
N
A
（
核
兵
器
に
反
対
す
る
科
学
者
の
会
）
及
び
C
N
D
と
協
力
し
、
市
の
局
長
、
市
会
議
員
を
対
象
と
す
る
講
座
、
研
究
会
を
開

　
催
し
、
民
間
防
衛
計
画
及
び
核
攻
撃
が
市
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
。

⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②
公
有
建
物
の
外
壁
に
反
核
を
表
示
す
る
旗
、
吊
り
幕
（
平
和
の
鳩
）
を
掲
示
す
る
こ
と
。

非
核
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
を
市
の
境
界
上
の
道
路
に
設
置
す
る
こ
と
。

核
問
題
の
解
説
資
料
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
公
共
建
物
、
学
校
等
に
於
て
一
般
に
配
布
す
る
こ
と
。

市
の
広
報
紙
に
継
続
的
な
解
説
を
掲
載
す
る
こ
と
。

市
の
掲
示
板
に
市
議
会
の
政
策
を
掲
示
し
、
平
和
行
事
の
周
知
を
は
か
る
こ
と
。

固
定
資
産
税
の
徴
収
令
書
に
、
軍
事
費
の
額
を
明
示
す
る
資
料
を
添
付
す
る
こ
と
。

確
認
さ
れ
た
平
和
団
体
に
、
会
館
、
公
園
、
公
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
場
区
画
等
を
無
料
又
は
実
費
で
供
用
す
る
こ
と
。

平
和
団
体
の
提
供
す
る
資
料
を
市
の
部
局
に
定
期
的
に
回
覧
す
る
こ
と
。

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
と
の
間
に
反
核
平
和
を
共
同
目
標
と
す
る
姉
妹
提
携
を
締
結
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

非
核
地
域
運
動
を
進
め
て
い
る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
市
と
の
間
の
友
好
提
携
を
進
め
る
こ
と
。
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論説

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

⑫
　
市
議
会
の
指
名
に
よ
り
、
地
方
衛
生
本
部
（
注
・
「
民
間
防
衛
計
画
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
は
十
二
の
「
地
方
ヵ
①
σ
q
δ
⇒
」
に
分
割
さ

　
れ
、
参
謀
長
会
議
が
統
轄
す
る
軍
政
状
態
が
出
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
）
及
び
県
衛
生
本
部
に
出
席
す
る
部
員
に
対
し
、
市
議
会
の
政
策
に

　
も
と
づ
い
て
行
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
部
の
臨
戦
計
画
に
市
の
政
策
の
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

⑬
”
平
和
の
鳩
”
を
市
の
所
有
す
る
車
輔
に
表
示
す
る
こ
と
。

⑭
他
国
に
あ
る
“
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
”
に
対
し
、
本
市
の
運
動
を
支
持
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
。

⑮
大
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
県
と
引
き
つ
づ
き
協
力
し
、
反
核
の
事
業
の
展
開
を
は
か
る
こ
と
。

⑯
市
選
出
の
国
会
議
員
に
働
き
か
け
、
国
と
地
方
の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
反
核
の
事
業
に
全
面
的
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

⑰
非
核
地
域
に
関
す
る
事
業
と
政
策
に
＝
兀
的
に
責
任
を
持
つ
市
職
員
幹
部
を
正
式
に
任
命
す
る
こ
と
。

　
　
（
『
核
兵
器
つ
く
ら
ず
持
た
ず
持
ち
込
ま
せ
ず
i
l
非
核
自
治
体
宣
言
集
㈹
』
五
七
t
八
ペ
ー
ジ
。
）

芝
菖
葺
Φ
O
ピ
O
一
ω
α
Φ
〇
一
碧
ヨ
α
q
ピ
。
＆
○
⇒
p
Z
信
。
一
①
碧
南
Φ
Φ
N
8
ρ
　
お
。
。
卜
。
（
チ
ラ
シ
版
）
、
お
よ
び
前
掲
『
非
核
自
治
体
－
－
i
抗
議
・

学
習
・
連
帯
』
二
四
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

同佐
藤
昌
一
郎
「
ロ
ン
ド
ン
非
核
宣
言
の
自
治
体
精
神
」
（
『
住
民
と
自
治
』
一
九
八
二
年
九
月
号
・
所
収
）
参
照
。

坂
本
義
和
「
非
核
自
治
体
連
動
を
展
望
す
る
」
（
『
非
核
自
治
体
通
信
』
第
七
号
、
　
一
九
八
五
年
九
月
一
日
）
、
七
ペ
ー
ジ
。
以
下
の
叙
述
に
お

い
て
も
参
考
に
し
た
。

≦
p
団
昌
Φ
勾
。
玄
コ
ω
o
P
．
．
Z
⑦
≦
N
Φ
巴
鋤
コ
温
酒
。
匡
ω
夢
Φ
昌
⊆
9
Φ
碧
∬
ヨ
げ
円
①
＝
9
．
．
W
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
核
の
傘
を
折
り

た
た
む
」
（
『
世
界
』
一
九
八
五
年
一
〇
月
号
）
一
五
三
ペ
ー
ジ
。
以
下
の
叙
述
に
お
い
て
も
参
考
に
し
た
。

例
え
ば
、
「
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
平
和
運
動
」
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
代
表
ポ
ー
リ
ン
・
サ
ー
ス
ト
ン
（
主
婦
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
私
た
ち
の
平
和

運
動
は
中
央
か
ら
の
指
令
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
運
動
は
一
切
の
政
党
と
関
係
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
当
の
草
の
根
で
す
。
あ
ま
り
に

草
の
根
な
の
で
、
何
か
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
の
が
極
め
て
困
難
で
す
。
カ
オ
ス
で
す
。
し
か
し
、
主
な
都
市
の
セ
ン
タ
ー
は
平
和
グ
ル
ー
プ

と
の
間
に
よ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
相
互
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
非
常
に
ラ
ジ
カ
ル
な
グ
ル
ー
プ
と
も
保
守
的
な
グ

ル
ー
プ
と
も
つ
な
が
り
、
す
べ
て
が
励
ま
さ
れ
ま
す
。
中
央
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
切
し
ま
せ
ん
。
一
人
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
外
に
む
か

っ
て
い
つ
も
話
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
ポ
リ
シ
イ
と
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
も
ち
ま
す
。
」
（
ポ
ー
リ
ン
・
サ
ー
ス
ト
ン
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（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

「
立
ち
上
が
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
た
ち
」
『
ク
ラ
イ
シ
ス
』
第
二
四
号
、
一
九
八
五
年
秋
季
号
、
八
一
ペ
ー
ジ
。
）

　
ま
た
、
「
八
三
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
平
和
討
論
集
会
で
…
…
全
員
一
致
の
意
志
統
一
と
全
国
的
運
動
の
展
開
と
い
う
P
M
N
Z
の
か
か
げ

る
理
念
は
否
定
さ
れ
た
。
…
…
そ
し
て
、
個
々
の
団
体
の
自
立
性
を
大
幅
に
認
め
た
う
え
で
の
連
携
に
よ
っ
て
協
力
作
業
を
す
す
め
て
い
く
の

が
最
善
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
和
運
動
が
全
体
と
し
て
統
一
的
な
政
策
を
提
示
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
事

実
上
放
棄
す
る
と
い
ヶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
（
W
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
前
掲
論
文
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
）

サ
ー
ス
ト
ン
前
掲
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
七
九
ペ
ー
ジ
。

天
辰
武
夫
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
非
核
運
動
」
（
前
掲
『
非
核
自
治
体
運
動
の
理
論
と
実
際
」
所
収
）
、
一
七
二
ぺ
！
ジ
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
前
掲
論
文
、
一
五
四
ペ
ー
ジ
。

天
辰
前
掲
論
文
、
一
七
四
ペ
ー
ジ
。

非核自治体運動についての覚書（石川）

四
　
非
核
自
治
体
運
動
の
歴
史
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
非
核
自
治
体
運
動
は
、
反
核
・
平
和
運
動
と
自
治
体
運
動
と
の
接
点
に
生
ま
れ
た
運
動
で
あ
る
。
市
民
（
住
民
）
が
主
体
者
・
主
権
者

と
し
て
、
自
治
体
を
テ
コ
に
非
核
・
平
和
の
実
現
を
目
指
す
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
非
核
自
治
体
運
動
は
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

で
あ
ろ
う
か
。
元
東
京
中
野
区
長
の
青
山
良
道
氏
は
、
自
治
体
が
非
核
宣
言
を
行
な
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
次
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。

③②①
平
和
政
策
が
自
治
体
の
政
策
（
組
織
）
目
標
と
し
て
、
正
式
に
確
認
、
な
い
し
認
知
さ
せ
る
点
。

非
核
宣
言
が
政
府
に
非
核
三
原
則
を
守
ら
せ
て
い
く
た
め
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
点
。

平
和
に
対
す
る
国
際
間
の
絆
を
市
民
レ
ベ
ル
で
強
め
て
い
く
点
。

こ
の
三
点
を
ふ
ま
え
て
、
非
核
自
治
体
運
動
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
れ
は
次
の
六
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
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論　説

　
第
一
に
は
、
市
民
に
、
結
集
の
形
態
と
社
会
的
意
思
決
定
の
枠
組
み
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
市
民
が
自
治
体
を
「
自
治
体
化
」
す
る
回
路
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
市
民
が
主
権
者
と
し
て
、
国
家
の
専
管
事
項
と
さ
れ
て
い
た
軍
事
問
題
・
核
問
題
に
か
か
わ
る
具
体
的
回
路
を
提
供
し
た

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
第
四
に
は
、
「
無
防
備
地
域
」
へ
の
回
路
を
開
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　
第
五
に
は
、
「
非
核
の
政
府
」
な
い
し
「
非
核
の
国
家
」
か
ら
核
廃
絶
へ
の
展
望
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
第
六
に
は
、
市
民
の
国
際
的
連
帯
へ
の
回
路
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
以
下
、
と
く
に
一
～
三
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
（
な
お
、
四
～
六
は
紙
数
の
関
係
で
別
に
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
）

　
　
　
市
民
と
自
治
体

　
第
一
の
意
義
は
、
市
民
に
結
集
の
形
態
と
社
会
的
意
思
決
定
の
枠
組
み
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
今
日
、
地
域
社
会
で
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
、
安
全
と
生
存
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
と
核
問
題
（
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
の
み
な
ら
ず
原
発

を
含
む
）
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
も
国
家
レ
ベ
ル
の
核
問
題
へ
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
運
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
が
、
手
ご
た
え
と
い
う
点
で
は
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
要
素
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
人
々
を
結
集
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
非
核
自
治
体
運
動
は
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
が
ら
「
大
政
治
」
へ
の
回
路
を
提
供
し
た
。
人
間
は
通
常
、
身
近
な
こ
と
に
は
理
解

や
共
感
を
示
す
が
少
し
遠
い
も
の
に
は
、
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
な
い
。
な
か
な
か
「
大
政
治
」
ま
で
及
ば
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
非
核
自
治

体
運
動
は
、
核
問
題
に
関
連
し
て
社
会
的
意
思
決
定
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
で
人
々
を
「
大
政
治
」
へ
の
回
路
を
も
つ
決
定
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
非
核
自
治
体
運
動
は
、
地
域
目
生
活
の
場
を
基
礎
と
し
て
い
る
だ
け
に
思
想
・
信
条
の
相
違
を
認
め
あ
い

な
が
ら
、
核
廃
絶
と
非
核
・
平
和
の
目
的
で
共
同
で
き
る
す
べ
て
の
人
々
を
結
集
で
き
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
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第
二
の
意
義
は
、
市
民
が
自
治
体
を
「
自
治
体
化
」
す
る
回
路
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
非
核
自
治
体
運
動
は
、
地
域
を
「
自
治
体
化
」
す
る
努
力
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
人
権
を
実

現
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
「
平
和
に
生
き
る
権
利
」
に
つ
い
て
は
自
治
体
な
い
し
自
治
体
運
動
の
な
か
で

大
き
な
位
置
を
し
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
非
核
自
治
体
運
動
を
わ
が
国
の
自
治
体
運
動
史
の
コ
大
画
期
」
と
評
価
す
る
池
上
洋
通
氏

は
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

非核自治体運動についての覚書（石川）

　
「
例
え
ば
『
交
通
安
全
都
市
宣
言
』
、
あ
る
い
は
『
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
宣
言
』
『
緑
化
都
市
宣
言
』
等
々
。
こ
れ
ら
の
行
為
が
、
各
自
治
体

の
主
体
的
行
為
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
す
が
、
同
時
に
い
ず
れ
も
が
国
1
1
政
府
の
推
奨
の
も
と
に
、
一
定
の
法
制
度
を
バ
ッ
ク
に
し

た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
非
核
宣
言
は
何
よ
り
ま
ず
自
覚
的
、
自
主
的
な
文
字
通
り
の
自
治
に
基
づ
く
行
為
で
あ

る
と
い
う
点
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
交
通
事
故
の
問
題
や
障
害
者
の
福
祉
や
緑
化
の
問
題
等
に
比
べ

る
と
、
明
ら
か
に
抽
象
的
・
一
般
的
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
テ
ー
マ
の
『
生
活
化
』
と
い
う
こ
と
が
重
大
な
課
題

と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
を
自
治
体
の
レ
ベ
ル
で
宣
言
す
る
こ
と
が
画
期
的
で
あ
る
と
い
い
得
る
の
で
す
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
宣
言
が
他
の
宣
言
活
動
と
比
べ
て
簡
単
に
形
骸
化
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
も
い
ま
す
。
し
か
も

重
要
な
こ
と
は
、
現
在
の
わ
が
国
で
は
、
政
財
界
な
ど
の
指
導
勢
力
が
、
そ
の
形
骸
化
を
狙
い
、
軍
拡
の
道
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

す
。
こ
の
点
で
も
、
ま
さ
に
自
治
体
の
『
自
治
的
力
量
』
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
」

　
第
三
の
意
義
は
、
市
民
が
主
権
者
と
し
て
、
国
家
の
専
管
事
項
と
さ
れ
て
い
た
軍
事
問
題
・
核
問
題
に
か
か
わ
る
具
体
的
回
路
を
提
供

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
軍
事
力
を
正
統
的
暴
力
と
し
て
独
占
的
保
持
を
特
徴
と
す
る
国
家
レ
ベ
ル
か
ら
は
、
軍
事
力
の
縮
小
と
い
う
動
き
は
出
に
く
い
。
軍
事

力
の
縮
小
ど
こ
ろ
か
軍
拡
が
癌
細
胞
の
増
殖
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
増
殖
状
況
に
歯
止
め
を
か
け
る
抵
抗
体
は
市
民
自
治
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以
外
に
な
い
。
市
民
の
生
活
の
論
理
こ
そ
軍
事
の
論
理
と
真
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
の
生
活
の
論

理
を
体
現
す
る
自
治
体
の
論
理
で
、
国
家
の
軍
事
の
論
理
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
市
民
は
こ
れ
ま
で
も
戦
争
に
反
対

し
、
軍
事
力
拡
大
に
反
対
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
い
う
な
ら
ば
「
反
対
・
抵
抗
」
に
と
ど
ま
り
、
自
ら
の
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
有
効
な

砦
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
非
核
自
治
体
運
動
は
自
治
の
論
理
を
テ
コ
に
軍
事
問
題
・
核
問
題
に
つ
い
て
の
具
体
的
回
路
を
発
見

し
た
。

　
市
民
が
主
権
者
と
し
て
軍
事
問
題
・
核
問
題
に
か
か
わ
る
と
き
、
「
自
衛
権
」
の
認
識
も
変
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
よ
う
な
認
識

が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
市
民
と
「
自
衛
権
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
松
下
圭
一
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
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「
こ
れ
ま
で
、
《
国
家
》
の
本
来
の
属
性
と
し
て
自
衛
権
が
あ
る
か
の
ご
と
く
、
保
守
・
革
新
双
方
が
論
じ
て
き
た
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う

か
。　

自
衛
権
は
、
む
し
ろ
《
市
民
》
一
人
々
々
が
持
っ
て
い
る
。
こ
の
市
民
個
人
の
自
衛
権
が
、
国
な
い
し
中
央
政
府
に
『
信
託
』
さ
れ
は
じ
め
て
、

国
の
自
衛
権
が
副
次
的
に
成
立
す
る
。
も
し
、
中
央
政
府
が
、
そ
の
信
託
さ
れ
た
権
限
と
し
て
の
国
の
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
憲
法
に
違
反
し

た
り
政
策
を
あ
や
ま
る
な
ら
ば
、
国
な
い
し
中
央
政
府
へ
の
信
託
は
解
除
さ
れ
、
自
衛
権
は
本
来
の
主
体
た
る
市
民
個
人
が
直
接
行
使
す
る
。
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
リ
ワ

個
人
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
あ
る
い
は
国
内
・
国
外
亡
命
を
は
じ
め
る
。
」

　
市
民
が
「
自
衛
権
」
を
直
接
行
使
す
る
形
態
と
し
て
、
松
下
氏
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
、
国
内
・
国
外
亡
命
を
あ
げ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
そ

の
行
使
す
る
今
日
的
形
態
こ
そ
非
核
自
治
体
運
動
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
非
核
自
治
体
運
動
は
、
市
民
と
自
治
体
の
新
し
い
関
係
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
く
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。



（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

青
山
良
道
『
非
核
都
市
運
動
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
八
五
年
置
一
四
〇
1
四
二
ペ
ー
ジ
。

『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
の
各
号
に
お
け
る
論
考
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
参
考
に
し
た
号
数
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
七
号
、
十
二
号
、
十
三
号
、
二
五
号
、
二
九
号
、
三
〇
号
、
三
六
号
。

「
無
防
備
地
域
」
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
さ
れ
た
い
。
林
茂
夫
編
『
〈
非
防
守
地
区
〉
運
動
の
す
す
め
1
平
和
・
防
衛
論
議
へ
の
積
極
的

提
案
一
』
、
国
民
文
化
会
議
、
一
九
八
三
年
。
同
書
『
非
核
都
市
宣
言
と
無
防
備
地
域
運
動
の
ね
ら
い
』
、
国
民
文
化
会
議
、
一
九
八
三
年
六

月
。
篠
原
一
廓
「
反
核
運
動
と
自
治
体
の
役
割
」
（
『
二
一
世
紀
へ
の
思
索
一
続
・
転
換
期
の
思
想
』
、
新
地
書
房
、
一
九
八
六
年
刊
・
所
収
）

一
八
○
一
二
一
〇
ペ
ー
ジ
。
吉
田
善
明
『
地
域
か
ら
の
平
和
と
自
治
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
、
一
七
一
二
七
ペ
ー
ジ
。

池
上
洋
通
「
自
己
実
現
と
地
域
の
自
治
体
化
の
営
み
の
な
か
で
」
（
前
掲
『
非
核
自
治
体
一
抗
議
・
学
習
・
連
帯
』
所
収
）
、
＝
二
九
1
四
〇

ペ
ー
ジ
。

松
下
圭
一
『
毎
日
新
聞
』
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
十
一
月
二
二
日
差
夕
刊
。

非核自治体運動についての覚書（石川）

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
非
核
自
治
体
運
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
有
し
、
多
様
な
意
義
を
も
っ
た
運
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
こ
の
運
動
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
運
動
が
い
か
な
る
も
の
を
創
り
だ
し
う
る
か
は
、
今
後
の
運
動
の
展
開
に
か
か

っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
理
念
的
な
側
面
を
中
心
と
し
た
考
察
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今
後
よ
り
実
体
的
側
面
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
八
月
）
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表IV福岡県内の非核自治体

　　　　　　内はJl核霜爵，（又は、　Jl建

艦宣・・を刷る決議）蜥な
　　　　　　つた自冶体てす。

　　　　　　、988∫下6ノ］オ＝i1堆し／1

　　　　　　　　　　　　81目しlI体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　人島村
‘1リφ崎町

　　　　　芦屋町
　　　　　　　　　　水
　　　　　　　　　　巻　　　岡垣町
ま海田1　　　遠賀則1

　　　　　　　　　中間

福間町

古賀町

㌃像r1」

志摩町

二丈町

北九州市

鞍手町

新
宮
町

若宮町

前原町

宮田町小

直方市

　　赤池町
竹

町田

苅田町

　町
　　　香春金田町

糸田町

勝山町

行橋市

久山町

　　篠栗町
　　　　　　粕屋
　　　　　　、
　　　　　　己

　　　　　　町
魯1｝周由

　　　　　春日市

　　　　　人野城巾

　　　引1珂川田1

須宙町

　宇美町

人守府rh

筑紫野巾

飯塚市

穂波町

　桂川町

腐
迎
綴

筑穂町　　碓井町山田

　　　　　　嘉穂町

小郡市

夜須町

豊凄町

田川市

韓
町

　　　　㎡木市
三輪町

η
町

大
洗

赤村

犀川町
築
城
町

小
石
密
村

添田町

朝倉町　　　杷木町

・顧田。一盛町

推田町

「非核・平和宣言」

決議状況一覧

議会名　　　決議ノ1月ll

〈市部一22市＞

1し）しノ1【蒔】　　　83・　9　9　30

福岡市　　木　央　議
人牟田市　　83・3・15
久留水巾　　83・9・2婁
i白　　ノJ　r書」　　　　83　　3　・　24

飯塚　r』　　8レIZ・16
日1　月1　蔭書」　　　83・　9　　27

↑卯　月「　rl」　　　82り　！Z・21

1！1　日I　d】　　　8当・　～　・15

11ノト．1b　 84．7，Z
バ．　久　 r「｝　　　83匿1～・21

，丸テ麦　rfB　　8う・　う　。11

人川巾　8i・う。26
1」　橋　 聖II　　　　85　・　3　0　Z5

豊　 肖匹」　d】　　　84　・　3　5　Z

耀コ　贋！　lfT　　　83・　3　・Z8

ノ」、　捌；　lh　　　　84　．　9　，　2Z

筑紫野市　　氷　決　識
ξト　日　 〒行　　　 85・　9　。25

大野城市　　　億見，彗）

宗像市　 （”　）

太幸府市　　未　決　議

〈郡部一17郡・67町・8村〉

　筑紫郡一1町

馴～珂川町　未‘爬譲
　粕屋郡一8町
「ヂ　〕〔　田r　　　　85　・　3　・　26

篠栗町　　　8b・3・25

こ免町　末決議
多貝　専　田丁　　　　8「｝・　7　。　4

，孚羽町

　　新吉富村

豊前市

　　　大平村

吉富町

久留米市

城島町

大川市

広川町

1陽田」

星野村

三潴町

大　　　　　八女市
木　筑後町
町

柳川市　橋
　　　　町

大和町

蕨高町

高田町

大牟田市

山
川
町

立花町

辛斤　♂r～　田1　　　85・　6　・22

「量■　賀　田1　　　85・　6　・20

久山町　末決議
半白　犀　田」　　　　8「50　3　・　20

　宗像郡一3町・1村
福　1謝　田r　　　8ヨ・12・26

津犀崎町　　未決議
ジ、海田1　　オ、　決　議

人島村　　永　濃　議
　還賀郡一4田1
羅紗町　　　未　‘尺　議

水巻岡　　　83・q・Z9
価1　，日　閃】　　　　86　　　7　　～1

速賀岡　　　人　」、　議

思扇町

ケ、剖、村

　鞍手郡一1明

小竹町　81・；～1
￥『女　丁　田】　　　81・　う　 2｛

匹，　日】　田】　　　84　・　考　　う0

若　占　田」　　8う　1～・z〔［

　嘉穂郡一8閂
孝1川町　　　8雪　lO　lll

石II　築　田r　　　84・　3　　zζ

飼酢　封　出」　　　8う　　、　・1〔｝

屍←　穂　田」　　　85・　6　・zq

筑穂明　★81　1z・z2
程1‘皮田1　　8｝　～9　9

月　1メ∫揖】　　　81・　6　　ヨ0

7」！川　岡　　　8レ　号　沼

　朝倉郡一1町・2材

杷木阿
朝倉出1

　輪円
侠須撰1
小イlli；…牲　★81・6。30赤

1珠山村

　糸島郡一応月l
ll雛ロウ　団1

　丈期
己摩興」

　浮羽郡一う田1

占冠出1
｝lli　表し田｝

げ羽町
　ミ井郡一z川
1し野証

人刀洗則

　竃潴郡一1田1

城咤う岡

人木田1

　1猪町

レ

昂　　八女郡一・町・2村
季f　　　　　　　l1「　本　田」　　　88・　3　　　　　　　　　　　　　　　。22

　　　　　　｝陽田1　　木　決　議

　　　　　　し’　イと　田r　　　83曾　12・16

　　　　　　疋ム、月1印1　 84●6・27
　　　　　　天部杜　　禾　決　議

　　　　　　；1，野柱　　88・う・口

　　　　　　　山間郡一・i剛

　　　　　‘宇il　11岡」　　　81●　3　・Zζ

　　　　　　ノ＼　イli田1　　　81陰　3　・19

　　　　　　　奮舟　田上　　　83rIZ。ZO

　　　　　　l11」ll理f　　　81齢　う　・26

　　　　　　　三池郡一1岡
　　　　　　「」　iI｝　田r　　　84・　4　●　2

　　　　　　　田川郡一8町・1村

　　　　　　香存町　　84・3・B
　　　　　‘黍　lil田】　　　81　6　・25

　　　　　　全　川　田1　　81・3　・！9

　　　　　　司’、　μi　田1　　　81・　9　。～2

8う　】ど・23／11　山「｝　田｝　　　8‘・1～pZZ

8i・　≧　・1雪　A　‘乞田1　　　8　i・　～　・30

8い～・llノ」城田1　★83・10・17

δ書・b・29人仔岡　8書 6・お
　　　　　　　　　材　　81・う・lb

珪、　沢　議　　京都郡一1岡

　　　　　　薪，　ill　田】　　　81・12・18

h㍉　　　㍉　・20　∫ド　月【　興」　　　　87　　12　・　1～

85。　～　・Z三　け券　III　l町　　　　8「i・　7　。Z2

85。　う　・27　哩智　‘r　田1　　　84・12，　ig

　　　　　　　築上郡一3町・2村
8≧・聖2　2Z季悸　日1田】　　　8喜。　9　・21

おう・12・2‘II急～建潤r　 8～り6・21

ト7　7・1築城町　★84・10。3
　　　　　　1…｝r占畠番f　　　87・　〔｝　。～b

87　10・15人　1’村　★86・（｝・12

8i・　9　・Z6　　合　　計　　　　 81ロ3隻会

δう　1～　27
84．1，．27〈’主〉★は謂願●陳情採択て・

　　　　　　　合計にはこの餓会をふ
87・　1Z・Z2
　　　　　　　　くも。

55　（1　・　108）　108



非核自治体運動についての覚書（石川）

　
　
主
要
参
考
文
献
（
邦
語
の
み
に
限
定
）

　
ω
　
単
　
行
　
本

西
田
勝
編
『
非
核
護
憲
都
市
宣
言
運
動
の
す
す
め
』
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年

長
洲
一
二
・
坂
本
義
和
編
『
自
治
体
の
国
際
交
流
』
学
陽
書
房
、
一
九
八
三
年

青
山
良
道
『
非
核
都
市
運
動
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
一
九
八
五
年

吉
田
善
明
『
地
域
か
ら
の
平
和
と
自
治
」
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年

西
田
　
勝
編
『
非
核
自
治
体
運
動
の
理
論
と
実
際
』
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
五
年

宮
崎
・
篠
原
・
平
田
・
中
山
『
二
一
世
紀
へ
の
思
索
－
続
・
転
換
期
の
思
想
』
新
地
書
房
、
一
九
八
六
年

森
田
俊
男
編
『
非
核
自
治
体
一
抗
議
・
学
習
・
連
帯
』
汐
干
社
、
一
九
八
七
年

E
・
P
・
ト
ン
プ
ソ
ン
他
（
山
下
史
豆
油
）
『
核
攻
撃
に
生
き
残
れ
る
か
』
連
合
出
版
、
一
九
八
一
年

古
在
由
重
『
草
の
根
は
ど
よ
め
く
』
築
地
書
館
、
一
九
八
二
年

E
・
P
・
ト
ン
プ
ソ
ン
他
（
丸
山
幹
正
訳
）
『
世
界
の
反
核
理
論
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
三
年

吉
川
勇
一
他
『
反
核
の
論
理
』
拓
植
書
房
、
一
九
八
二
年

E
・
P
・
ト
ム
ス
ン
（
河
合
秀
和
訳
）
『
ゼ
ロ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
ー
平
な
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ざ
し
て
』
岩
波
現
代
選
書
、
一
九
八
三
年

篠
原
　
一
編
『
ラ
イ
ブ
リ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
ー
生
活
主
体
の
新
し
い
政
治
ス
タ
イ
ル
を
求
め
て
』
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
八
五
年

近
藤
和
子
・
福
田
誠
之
郎
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
反
核
7
9
－
8
2
・
生
き
る
た
め
の
選
択
』
野
草
社
、
一
九
八
二
年

佐
藤
昌
一
郎
『
世
界
の
反
核
運
動
』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
四
年

初
瀬
龍
平
編
『
内
な
る
国
際
化
』
三
嶺
書
房
、
一
九
八
五
年

池
上
洋
通
『
自
己
実
現
の
時
代
の
地
域
運
動
』
自
治
体
研
究
社
、
一
九
八
七
年

藤
田
秀
雄
・
谷
岡
重
剛
編
『
地
域
の
平
和
学
習
』
立
正
大
学
文
学
部
教
育
学
研
究
室
、
一
九
八
七
年

非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
『
核
抑
止
か
核
廃
絶
か
』
大
月
書
店
、
一
九
八
八
年

藤
田
久
一
『
国
際
人
道
法
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
○
年
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論　説

『
市
民
の
平
和
白
書
8
4
』
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年

『
国
際
政
治
学
入
門
』
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
）
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年

『
現
代
の
軍
縮
問
題
』
（
『
国
際
政
治
』
八
○
号
）
、
日
本
国
際
政
治
学
会
、
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年

　
②
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣
言
の
実
現
を
め
ざ
す
会
『
福
岡
県
非
核
宣
言
の
実
現
を
め
ざ
し
て
－
　
一
二
・
六
反
核
討
論
集
会
の
記
録
』
、
同
会

　
　
一
九
八
五
年
四
月

同
　
　
『
福
岡
県
非
核
宣
言
を
め
ざ
し
て
ー
ー
福
岡
県
非
核
自
治
体
宣
言
文
集
と
調
査
報
告
（
八
六
年
度
版
）
』
、
同
会
、
一
九
八
六
年
二
月

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
『
原
水
爆
禁
止
市
区
町
村
平
和
行
動
の
た
め
に
』
、
同
協
議
会
、
一
九
八
二
年
一
一
月

原
水
爆
禁
止
東
京
協
議
会
『
核
兵
器
　
つ
く
ら
ず
　
持
た
ず
　
持
ち
込
ま
せ
ず
－
i
－
非
核
都
市
宣
言
集
ω
』
、
同
協
議
会
、
一
九
八
二
年
＝
月

同
　
　
『
核
兵
器
　
つ
く
ら
ず
　
持
た
ず
　
持
ち
込
ま
せ
ず
ー
ー
非
核
自
治
体
宣
言
集
㈹
　
　
』
、
同
協
議
会
、
一
九
八
三
年
八
月

広
島
県
府
中
町
編
『
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
非
核
都
市
宣
言
の
輪
を
広
げ
よ
う
　
報
告
集
』
、
同
町
、
一
九
八
三
年
三
月

林
　
茂
夫
編
『
《
非
防
守
地
区
》
運
動
の
す
す
め
一
平
和
・
防
衛
論
議
へ
の
積
極
的
提
案
－
t
』
、
国
民
文
化
会
議
、
一
九
八
三
年

林
　
茂
夫
編
『
非
核
都
市
宣
言
と
無
防
備
地
域
運
動
の
ね
ら
い
』
、
国
民
文
化
会
議
、
一
九
八
三
年
六
月
五
日

地
方
自
治
セ
ン
タ
ー
編
『
非
核
平
和
都
市
宣
言
・
決
議
集
』
、
同
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
七
月

広
島
県
府
中
町
編
『
非
核
都
市
宣
言
自
治
体
連
絡
協
議
会
結
成
総
会
報
告
書
』
、
同
町
、
一
九
八
五
年
三
月

目
由
民
主
党
国
民
運
動
本
部
『
反
核
運
動
の
至
正
と
危
険
性
i
一
非
核
宣
言
運
動
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
一
l
I
』
（
部
内
資
料
）
、
同
本
部
、
一

　
　
九
八
五
年
一
二
月

自
由
民
主
党
国
民
運
動
本
部
編
『
”
非
核
都
市
宣
言
”
は
日
本
の
平
和
に
有
害
で
す
』
、
自
由
民
主
党
広
報
委
員
会
出
版
局
、
一
九
八
五
年
一
二
月

長
崎
平
和
推
進
協
会
『
一
九
八
八
　
ナ
ガ
サ
キ
　
平
和
の
あ
ゆ
み
』
、
同
協
会
、
一
九
八
八
年
三
月
一
日

　
㈹
　
機
関
紙
・
誌
、
雑
誌

『
月
刊
・
非
核
自
治
体
通
信
』
、
法
政
大
学
西
田
勝
研
究
室
、
一
九
八
五
年
三
月
～
一
九
八
八
年
二
月
（
の
ち
に
全
三
冊
の
合
本
）

『
非
核
自
治
体
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
』
、
法
政
大
学
西
田
勝
研
究
室
、
非
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
一
九
八
八
年
五
月
（
創
刊
）

『
み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣
言
の
実
現
を
め
ざ
す
会
ニ
ュ
ー
ス
』
、
み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣
言
の
実
現
を
め
ざ
す
会
、
一
九
八
四
年
四
月
（
創
刊
）
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『
福
岡
の
暮
ら
し
と
自
治
』
（
月
刊
）
、
福
岡
県
自
治
体
問
題
研
究
所
、
一
九
七
八
年
一
月

『
被
団
協
』
（
月
刊
）
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

『
平
和
研
究
』
（
日
本
平
和
学
会
、
早
大
出
版
部
）

『
広
島
平
和
科
学
』
（
広
島
大
学
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

『
平
和
文
化
研
究
」
（
長
崎
総
合
科
学
大
学
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
）

『
軍
事
民
論
』
（
季
刊
）
、
軍
事
問
題
研
究
会
、
三
一
書
房

『
軍
縮
問
題
資
料
』
（
月
刊
）
、
宇
都
宮
軍
縮
研
究
室

『
ク
ラ
イ
シ
ス
』
（
季
刊
）
、
社
会
評
論
社

『
平
和
新
聞
』
（
旬
刊
）
、
『
平
和
運
動
』
（
月
刊
）
、
日
本
平
和
委
員
会

『
住
民
と
自
治
』
（
月
刊
）
、
自
治
体
問
題
研
究
所
、
自
治
体
研
究
社

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
、
広
島
・
長
崎
の
証
言
の
会

『
月
刊
社
会
党
』
、
『
月
刊
公
明
』
、
『
前
衛
』
、
『
文
化
評
論
』
、
『
世
界
政
治
』
、

（
創
刊
）

（
付
記
）
資
料
等
に
つ
い
て
は
、
森
茂
康
教
授
（
九
州
大
学
教
養
部
）
を
は
じ
め
、
福
岡
県
内
灘
自
治
体
の
関
係
者
、
　
「
み
ん
な
で
福
岡
県
非
核
宣
言

　
の
実
現
を
め
ざ
す
会
」
「
原
水
協
」
「
原
水
禁
」
「
自
治
労
」
等
の
諸
団
体
や
市
民
運
動
関
係
の
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
御
礼
を

　
申
し
上
げ
る
。
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